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１．目 的 

 近年、県内において特定外来生物チャネル

キャットフィッシュの確認数が増加している。

拡散を防止して未然に漁業被害を防ぐために、

採捕情報を収集して生息状況を把握した。 

２．方 法 

 県内の漁業協同組合にチャネルキャットフ

ィッシュが採捕された場合には、水産試験場

に連絡するように依頼し、漁業者により採捕

された全ての個体を回収した。回収した個体

は、採捕日、採捕場所、全長、標準体長、体

重を記録した。あわせて、水産試験場が実施

した調査および滋賀県漁業協同組合連合会

(以下、漁連)が実施した駆除事業における採

捕個体も同様に記録した。また、一部の漁業

者に依頼した漁獲日誌および漁連と水産試験

場による採捕データから、延縄の針 100 本あ

たりの採捕数(CPUE)を求めた。なお、採捕場

所は県内の水域を北湖、南湖、瀬田川洗堰(以

下、洗堰)上流の瀬田川(瀬田川上流)、洗堰下

流の瀬田川(瀬田川下流)に区分した。 

３．結 果 

 2024 年度の本種の採捕数は北湖 1 個体、南

湖 5 個体、瀬田川上流 31 個体、瀬田川下流

239 個体であった(図 1)。すべての区分で昨年

に比べて採捕数は増加し、特に瀬田川下流で

の採捕数は顕著に増加した。CPUE は瀬田川上

流では 2018 年にピークを示しその後は徐々

に減少しており、南湖においては低位で推移

している。一方、瀬田川下流では昨年度減少

したものの、再び増加し過去最高値である

2022 年度と同程度の値であった (図 2)。瀬田

川下流での採捕数が多いことや CPUE が高い

値で推移していることは、本種がこのエリア

で定着しており生息数も多いためと推察され

る。瀬田川上流や南湖で本種の採捕数や CPUE

が減少しているのは 2019 年から瀬田川上流

を中心に実施している漁連の駆除事業の効果

がみられているためと考えられる。 

図 1 チャネルキャットフィッシュの採捕状況 

 

 

図 2 各水域の延縄による 

   チャネルキャットフィッシュの CPUE 

   （エラーバーは標準誤差） 
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